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「子どもたちの夢について」 

副校長  丹野 一郎 

 

先日、早咲きの梅の開花の便りを聞きました。一年の中で最も寒い時期を迎えていますが、少しず

つ日が長くなり、季節は確実に春に向かっています。 

そうした中で、市内においてインフルエンザの発生が数多く確認されています。本校においても、

１月中、閉鎖となる学級が、前期・後期課程ともに見られました。ご家庭では、これまで通り健康観

察をしていただき、体調不良が見られた場合は、登校を控えて十分休養していただくようお願いい

たします。 

さて、明日から２月となり、卒業証書授与式まであと 26日、修了証書授与式まであと 31日にな

ります。新たなステージへと進んでいく子どもたちには、できるだけ、「〇〇になりたい」「△△のよ

うな人になりたい」といった、明るい未来を見つめ将来にワクワク感のある夢をもってほしいと思

います。そう思うのは子どもたちの夢が、実は保護者の皆様の夢でもあると同時に、私たち教職員の

願いであるからではないでしょうか。 

その一方で、右のような調査結果が

あります。自身の将来や目標に関する

質問において、全ての項目で日本は６

カ国中最下位となりました。このよう

な調査結果になったことは、私たち大

人にも責任があると思います。私たち

は、子どもたちが、自信をもって目標

（夢）に挑戦し実現できる土台を整え

ておかなければなりません。その上

で、子どもたちが、知識・技能を活用 

しながら、異なる多様な他者と協働して、社会の課題を解決していくことが、これからの時代にとっ

て必要なことだと思います。 

ひたむきに自分の力を信じ、目標（夢）の実現に進んで行くことができる子どもは、その過程で多

くの人との接点をもち、自分だけの夢の実現でなく、自分を取り巻く社会全体の幸せを考えること

のできる人として、大きく成長していきます。私たちは、そのような子どもたちをじっくりと育んで

いきたいと思います。 

これから年度のまとめを迎えます。子どもたちは、年度の初めに立てた自分の目標を振り返り、教

職員は、できるようになったことをしっかり認め、将来への大きな自信としていかれるように働き

かけていきます。「逃げてしまう」と言われる程早く過ぎてしまう２月ですが、一日一日を大切に過

ごして、クライマックスとなる３月を迎えたいと思います。今月もどうぞよろしくお願い致します。 

（１８歳意識調査：「国や社会に対する意識」日本財団 ２０２２年） 


